
廃
棄
物
処
理
・
３
　
Ｒ
／
都
市
鉱
山
開
発

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
す
る
「
循
環
型
社
会
」
の
構
築
が
進
ん
で
い
る
。
政
府
は
２
０
１
３
年
５
月
に
循
環

型
社
会
の
形
成
に
向
け
「
第
三
次
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
。
「
リ
デ
ュ
ー
ス

ゴ
ミ
を
減

ら
す

」
「
リ
ユ
ー
ス

再
利
用
す
る

」
「
リ
サ
イ
ク
ル

再
生
利
用
す
る

」
の
３
Ｒ
の
う
ち
、
リ
デ
ュ
ー

ス
、
リ
ユ
ー
ス

２
Ｒ

を
強
化
す
る
方
向
を
示
し
た
。
ま
た
現
在
、
家
電
や
食
品
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
の
精
度
や
効
果
を
高
め
循
環
型
社
会
の
形
成
に
一
歩
で
も
近
づ
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。循環型社会実現進む仕組み整備

優先度が高い２Ｒ
リサイクル制度の　　見直し本格化 「

質
」
に
着
眼
目
標
を
刷
新

ペットボトルを粉砕 洗浄したフレーク。
ペットボトルのリサイクル率は向上した

リ
デ
ュ
ー
ス
を
確
実
に
推
進

自治体のコスト負担課題

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 　　

　
現
在
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル

法
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

政
府
の
審
議
会
で
議
論
さ
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
前
回
の

見
直
し
か
ら
５
年
が
経
過
し

た
た
め
で
、
そ
の
後
の
実
施

状
況
を
評
価
し
、
課
題
に
つ

い
て
方
策
を
取
り
ま
と
め

る
。

　
先
行
す
る
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
審
議
は

年
３
月
に

開
始
後
、
同
年
７
月
末
で
い

っ
た
ん
中
断
し
、

年
２
月

に
再
開
し
た
。
同
年
６
月
を

め
ど
に
議
論
を
ま
と
め
る
方

針
だ
。
審
議
会
で
は
食
品
リ

サ
イ
ク
ル
制
度
の
論
点
整
理

を
実
施
。
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
「
食
品
ロ
ス
削
減
を
通

じ
た
経
済
成
長
へ
の
貢
献

リ
デ
ュ
ー
ス

」
と
「
食

品
循
環
資
源
の
最
大
限
の
活

用
に
よ
る
地
域
の
循
環
産
業

創
出
と
活
性
化

リ
サ
イ
ク

ル

」
の
二
つ
を
掲
げ
た
。

　
こ
の
う
ち
リ
デ
ュ
ー
ス
で

は
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
国
民

運
動
と
し
て
展
開
す
る
方

針
。
ま
た
食
品
関
連
の

業

種
で
、
こ
れ
ま
で
暫
定
目
標

だ
っ
た
食
品
廃
棄
物
の
発
生

抑
制
目
標
を
４
月
か
ら
正
式

に
設
定
し
、
実
施
に
移
す
。

暫
定
目
標
が
な
か
っ
た

業

種
の
う
ち
、
デ
ー
タ
が
そ
ろ

っ
た

業
種
も
目
標
を
設
定

し
４
月
に
実
施
す
る
。

業

種
の
う
ち
喫
茶

店
、
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
、
そ

の
他
の
飲
食
店

は
１
業
種
と
し

て
区
分
を
同
一

に
し
、
目
標
値

を
設
定
す
る
方

針
だ
。

　
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
見
直

し
に
つ
い
て
は

年
５
月
に
審

議
が
始
ま
り
、

現
在
ま
で
続
い

て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

の
透
明
化
や
低
減
化
、
不
法

投
棄
対
策
、
再
商
品
化
率
な

ど

の
論
点
に
ま
と
め
、
問

題
点
や
改
善

点
な
ど
を
検

討
し
て
い

る
。

　
特
に
注
目

さ
れ
る
の
が

リ
サ
イ
ク
ル

費
用
の
回
収

方
式
だ
。
現

在
は
使
用
済

み
製
品
を
廃

棄
物
と
し
て

引
き
取
っ
て

も
ら
う
場
合

に
費
用
を
支

払
う
「
後
払

い
方
式
」
を

採
用
し
て
い

る
。
し
か
し

不
法
投
棄
や

不
用
品
回
収

業
者
へ
の
引

き
渡
し
を
誘

因
し
て
い
る

と
し
て
課
題

に
挙
が
る
。

　
代
替
策
と
し
て
製
品
の
購

入
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を

徴
収
す
る
「
前
払
い
方
式
」

が
あ
る
。
不
法
投
棄
の
原
因

の
一
つ
に
リ
サ
イ
ク
ル
費
用

の
支
払
い
へ
の
抵
抗
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
製
品
購
入
時

に
一
緒
に
徴
収
す
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
な

い
、
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

　
た
だ
、
製
品
が
リ
サ
イ
ク

ル
に
出
さ
れ
る
ま
で
徴
収
し

た
費
用
を
ど
う
管
理
す
る
か

な
ど
い
く
つ
か
の
検
討
課
題

が
あ
る
。
前
払
い
と
後
払
い

で
、
議
論
が
白
熱
し
そ
う

だ
。

　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
議
論
は

年
９
月
に
ス
タ

ー
ト
し
、
現
在
も
継
続
中
。

容
器
包
装
に
関
係
す
る
団

体
、
事
業
者
な
ど
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
終
え
、
本
格
的
な

議
論
は
こ
れ
か
ら
だ
。

　
論
点
の
一
つ
に
な
り
そ
う

な
の
が
自
治
体
の
コ
ス
ト
負

担
。
自
治
体
は
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
に
廃
棄
物
を
引
き
渡
す

た
め
分
別
収
集
や
選
別
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
の
コ
ス
ト

負
担
が
重
い
と
し
て
改
善
を

求
め
て
い
る
。

　
選
別
作
業
を
し
や
す
く
す

る
た
め
、
消
費
者
の
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
啓

発
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。

　
政
府
が
ま
と
め
た
第
三
次

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本

計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
３

Ｒ
の
進
展
を
評
価
す
る
と
と

も
に
「
質
的
」
な
側
面
に
着

目
し
、
新
た
な
目
標
を
掲
げ

た
。
具
体
的
に
は

２
Ｒ
の

取
り
組
み
強
化

有
用
金
属

の
回
収

安
心
・
安
全
の
取

り
組
み
強
化

３
Ｒ
国
際
協

力
の
推
進
―
を
政
策
の
柱
と

し
て
示
し
た
。

　
２
Ｒ
は
資
源
の
消
費
を
抑

制
し
、
環
境
負
荷
を
低
減
す

る
上
で
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
優

先
度
が
高
い
取
り
組
み
。
容

器
包
装
の
削
減
・
軽
量
化
や

長
期
間
使
用
で
き
る
製
品
の

開
発
な
ど
が
望
ま
れ
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
促
す
た

め
、
事
業
者
を
社
会
的
に
評

価
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　
有
用
金
属
の
回
収
で
は
、

年
４
月
に
施
行
し
た
小
型

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
定

着
が
カ
ギ
を
握
る
。
こ
れ
ま

で
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い

た
小
型
家
電
か
ら
、
資
源
回

収
す
る
仕
組
み
が
機
能
す
れ

ば
「
都
市
鉱
山
」
と
し
て
日

本
の
資
源
対
策
に
役
立
つ
。

ま
た
安
心
・
安
全
に
つ
い
て

は
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

災
害
廃
棄
物
処
理
が
重
要
な

課
題
に
挙
が
っ
た
。
今
後
、

災
害
の
規
模
に
合
わ
せ
て
対

策
を
取
れ
る
指
針
づ
く
り
に

乗
り
出
す
予
定
だ
。
こ
の
ほ

か
３
Ｒ
の
国
際
協
力
で
は
、

日
本
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
国
々
と
毎
年
国
際
会
議
を

開
き
、
情
報
共
有
や
関
係
強

化
を
進
め
て
い
る
。
同
地
域

で
日
本
の
優
れ
た
環
境
技
術

の
展
開
を
支
援
し
て
い
く
。

　
ガ
ラ
ス
び
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
紙
製
容
器
な
ど
、
容

器
包
装
に
関
係
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
８
団
体
は
「
３
Ｒ
推
進

団
体
連
絡
会
」

幹
事
長
・

宮
澤
哲
夫
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
専
務

理
事

を
設
立
し
、
自
主
的

な
行
動
計
画
を
策
定
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
現
在
は
、

年
度

を
目
標
年
次
と
す
る
「
第
二

次
自
主
行
動
計
画
」

―

年
度

を
遂
行
し
て
い

る
。

　

年

月
に
ま
と
め
た

年
度
実
績
を
み
る
と
、
リ
デ

ュ
ー
ス
で
は
容
器
包
装
の
軽

量
化
や
薄
肉
化
を
着
実
に
推

進
し
た
成
果
が
出
た
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
紙
製
容
器
包

装
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
段
ボ
ー

ル
で

年
度
目
標
を
上
回
る

軽
量
化
を
達
成
し
、
目
標
を

上
方
修
正
し
た
。
リ
サ
イ
ク

ル
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ス

チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶
、
段

ボ
ー
ル
で

年
度
目
標
と
同

等
以
上
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
ま

た
は
回
収
率
を
達
成
。
前
倒

し
達
成
に
よ
り
、
目
標
値
の

見
直
し
を
検
討
す
る
方
針

だ
。

　
こ
の
ほ
か
連
絡
会
と
し
て

容
器
包
装
の
３
Ｒ
推
進
に
向

け
、
市
民
や
事
業
者
、
行
政

な
ど
と
の
連
携
を
深
め
る
取

り
組
み
を
実
施
。
個
別
の
各

団
体
で
も
軽
量
化
な
ど
に
つ

な
が
る
容
器
の
技
術
開
発
や

市
民
向
け
の
啓
発
活
動
な
ど

を
展
開
し
て
い
る
。


